
表 紙

12月１日 現在 前月比

男 7,125人 (－19)

女 7,337人 (－28)

計 14,462人 (－47)

世帯数 5,253戸 (－13)

先月中の動き
(届出件数)

出生…… ３人
死亡…… 27人
転入…… 12人
転出…… 35人
婚姻…… ５組

市の人口と世帯
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再生紙を使用しています。

｢小春日和のお散歩｣
樹々の葉がすっかり落ち、家々の冬支度もすっかり整
った11月の下旬。いつになくあたたかい日差しが注ぎ、
快晴に恵まれた昼下がり、徳良湖へと足を運びました。
基幹集落センター前で散歩に来たという親子と遭遇。近
寄ってくるカモにちょっとしり込みしながらも、湖面と
陸地とを行き来する鳥たちを眺めて楽しんでいました。
帰り道、安久戸の田んぼには、せっせとエサを食む白鳥
の群れが。今年もまた、〝おばね″に雪の季節が巡って
きたなぁ。 （11月25日 徳良湖にて)
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10
月
31
日
、
岩
沼
へ
の
視
察
研
修

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を

受
け
て
か
ら
10
年
。
市
民
一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
復
興
の
軌
跡

を
た
ど
り
な
が
ら
、
岩
沼
市
の
伝
統

文
化
に
も
触
れ
る
研
修
に
、
市
内
か

ら
14
人
が
参
加
。
日
本
三
稲
荷
の
一

つ
「
竹
駒
神
社
」
や
、
海
岸
沿
い
に

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
造
ら
れ
た

「
千
年
希
望
の
丘
」
な
ど
を
視
察
し

ま
し
た
。

竹
駒
神
社
で
は
、
竹
駒
弓
道
会
の

方
々
に
射
法
を
指
導
い
た
だ
き
、
弓

道
を
体
験
。
矢
が
的ま

と

に
当
た
る
た
び

に
歓
声
が
上
が
り
、
参
加
者
は
貴
重

な
体
験
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

千
年
希
望
の
丘
交
流
セ
ン
タ
ー
で

は
、
被
災
当
時
の
市
内
の
様
子
や
復

興
の
歩
み
を
ま
と
め
た
ビ
デ
オ
を
鑑

賞
。
改
め
て
地
震
や
津
波
の
恐
ろ
し

〜
尾
花
沢
市
か
ら
岩
沼
市
へ
〜

｢復
興
の
軌
跡
を
辿
る
研
修
｣

宮城県岩沼市とは平成11年に友好都市を
締結し、交流を行っています。
コロナ禍で休止していた交流事業を、感

染防止策を講じながら３年ぶりに再開。
お互いの地域を訪問し、友好都市間の

「絆」を再確認しました。
友好都市岩沼市との

交流事業

※各事業等は、新型コロナウイルス感染防止対策を講じた上で行っています。
※撮影のため一時的にマスクを外している写真があります。

地
域
内
の
共
助
に
よ
り
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
た
「
雪
対
策
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」。
始
め
に
国
土
交
通
省
国
土

政
策
局
の
高
橋
亜
希
子
氏
よ
り
、
除
雪

等
に
対
し
て
国
が
支
援
す
る
事
業
や
交

付
金
な
ど
の
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
上
村
靖
司
長
岡
技
術
科
学

大
学
大
学
院
教
授
に
よ
る
基
調
講
演
が

行
わ
れ
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て

参
画
し
た
除
排
雪
活
動
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
に

つ
な
が
っ
た
事
例
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
「
清
流
と
山
菜
の
里
ほ
そ

の
村
」
や
「
南
沢
除
雪
隊
」
な
ど
の
除

雪
に
取
り
組
む
団
体
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
成
功
事
例
や

今
後
の
課
題
等
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
、
全
国
の
豪
雪
地
帯

や
身
近
で
実
践
し
て
い
る
活
動
発
表
に
、

真
剣
な
様
子
で
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

雪対策
シンポジウム2022

▲上村靖司氏による基調講演の様子。
「地域の課題に対して地域主動で取り
組むこと｣が重要であると話されました｡

11月11日、サルナートを会場に、「雪対
策シンポジウム2022～雪かきで地域が育つ
～」が開催され、約100人が参加しました。

▲岩沼市から研修に訪れた参加者。銀
山温泉街を散策しながら、観光では
学べない｢延沢銀山｣の歴史や旅館の
造りの説明に､耳を傾けていました。

▲竹駒神社境内の弓道場で、初めての
弓道に挑戦。全身で引く弓に「こん
なに大変だとは思わなかった！」と
思わずもらす参加者も。

▲岩沼市「千年希望の丘相野釜公園」
で震災慰霊碑の説明を受ける尾花沢
の参加者たち。海岸沿いに植樹した
樹々は９年が経過し、森になってい
ました。

さ
を
肌
で
感
じ
る
と
と
も
に
、
行
政

と
地
域
住
民
と
が
一
体
と
な
っ
て
復

興
に
取
り
組
む
姿
に
感
銘
を
受
け
て

い
ま
し
た
。

ま
た
震
災
後
、
防
潮
堤
の
役
割
を

強
化
す
る
た
め
海
岸
沿
い
に
植
樹
し

た
「
千
年
希
望
の
丘
」
も
視
察
。
当

時
植
樹
活
動
を
行
っ
た
と
い
う
参
加

者
は
、
当
時
の
様
子
を
思
い
起
こ
し

て
い
ま
し
た
。

〜
岩
沼
市
か
ら
尾
花
沢
市
へ
〜

｢尾
花
沢
の
歴
史
を
学
ぶ
｣

10
月
21
日
、
岩
沼
市
の
市
民
18
人

が
尾
花
沢
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
銀
山
温
泉
街
を
散
策

し
な
が
ら
、
観
光
案
内
人
か
ら
延
沢

銀
山
の
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、

上
の
畑
焼
陶
芸
セ
ン
タ
ー
で
湯
の
み

の
絵
付
け
に
も
挑
戦
。
細
い
筆
の
扱

い
に
苦
労
し
な
が
ら
も
自
分
だ
け
の

作
品
を
完
成
さ
せ
、
尾
花
沢
の
歴
史

と
文
化
に
親
し
み
ま
し
た
。

10
月
28
日
、
市
役
所
と
尾
花
沢
小
学
校
の
２
つ
の

会
場
で
、
市
内
小
学
５
年
生
（
一
部
４
〜
６
年
生
）

を
対
象
と
し
た
デ
ジ
タ
ル
体
験
授
業
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
㈱
ス
ク
ー
ミ
ー
の
社
員
４
人
を
講
師
に
迎
え
、

手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
小
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
「
ス
ク

ー
ミ
ー
ボ
ー
ド
」
を
使
っ
た
課
題
解
決
方
法
を
実
践
。

子
ど
も
た
ち
は
、
班
ご
と
に
「
教
室
と
廊
下
で
ど
ち

ら
が
寒
い
か
」「
椅
子
に
着
席
し
て
い
る
か
ど
う
か
」

な
ど
９
個
の
課
題
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
に
約
５
㎝
四
方
の
「
ス
ク
ー
ミ
ー
ボ
ー

ド
」
を
つ
な
ぎ
、
解
決
し
た
い
課
題
に
合
わ
せ
て
セ

ン
サ
ー
を
付
け
替
え
な
が
ら
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
。
セ

ン
サ
ー
の
す
ぐ
そ
ば
で
音
を
立
て
て
み
た
り
、
セ
ン

サ
ー
の
上
に
座
っ
て
反
応
を
確
か
め
た
り
、
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
解
決
策
を
探
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ

ぞ
れ
の
班
で
成
功
し
た
解
決
方
法
を
発
表
し
、
み
ん

な
で
考
え
方
を
共
有
し
ま
し
た
。

▲「水道から出る水の温度」が分かるよ
うにするための実験。「水温センサー」
を水とお湯それぞれにつけて、反応を
チェック。生活の中にある身近な課題
にもプログラミングが活かせることを、
楽しみながら学ぶ児童たち。

尾
花
沢
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、
移
住
定
住
に

つ
な
げ
よ
う
と
行
っ
て
い
る
「
お
ば
な
ざ
わ
ま
る
ご

と
体
験
ツ
ア
ー
」。

今
回
は
、
日
本
で
の
定
住
を
検
討
す
る
仙
台
市
内

の
留
学
生
24
人
を
対
象
に
、
10
月
26
日
と
11
月
２
日

に
分
け
て
開
催
し
ま
し
た
。

留
学
生
た
ち
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
品
の
製
造
を

行
う
㈱
最
上
世
紀
を
訪
問
。
社
員
か
ら
説
明
を
受
け

な
が
ら
、
世
界
規
模
で
受
注
生
産
を
行
う
製
造
現
場

を
見
学
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
徳
良
湖
や
銀
山
温
泉

を
巡
り
、
秋
の
尾
花
沢
を
満
喫
し
ま
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
、
ネ
パ
ー
ル
な
ど
７
カ
国
を
母
国
と
す

る
留
学
生
た
ち
は
「
尾
花
沢
市
に
は
初
め
て
訪
れ
た
。

企
業
の
方
と
直
接
お
話
で
き
、
市
内
の
様
々
な
場
所

を
見
る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
楽
し
く
、
参
考
に
な

っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

お
ば
な
ざ
わ
ま
る
ご
と
体
験
ツ
ア
ー

〜
ア
ジ
ア
の
留
学
生
に
も

尾
花
沢
の
魅
力
を
伝
え
る
体
験
会
〜

▲銀山温泉街を散策し、尾花沢の魅力を発見！

▲㈱最上世紀を見学。社員の説明に熱心に耳
を傾ける留学生たち。

10
月
26
日
、
県
森
林
土
木
建

設
業
協
会
が
徳
良
湖
オ
ー
ト
キ

ャ
ン
プ
場
に
ケ
ヤ
キ
を
４
本
植

え
ま
し
た
。

同
協
会
は
毎
年
、「
緑
の
募

金
」
を
活
用
し
た
社
会
貢
献
の

一
環
と
し
て
県
内
の
福
祉
施
設

や
教
育
施
設
な
ど
で
植
樹
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
100
年
を
迎
え
た

徳
良
湖
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

記
念
し
て
、
尾
花
沢
市
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ケ
ヤ
キ
は
寿
命
が
千
年
以
上

と
言
わ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ

か
ら
先
、
徳
良
湖
に
集
う
人
々

を
見
守
る
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

徳
良
湖
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
に

市
の
木
〝
ケ
ヤ
キ
〞
を
植
樹

▲徳良湖オートキャンプ場でケヤキの植栽
を行う様子。木の植栽は、ＳＤＧｓ(持
続可能な開発目標)の重要な取り組みの
ひとつです。 ▲地域除雪に取り組む団体による「パネ

ルディスカッション」も行われました。

市
内
小
学
５
年
生
が
デ
ジ
タ
ル
体
験
授
業

〜
｢プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」
で

課
題
解
決
が
で
き
る
楽
し
さ
を
学
ぶ
〜

た
ど
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※各事業等は、新型コロナウイルス感染防止対策を講じた上で行っています。
※撮影のため一時的にマスクを外している写真があります。

宴会時の食べ残しを減らす３０１０運動に取り組もう｡

2050尾花沢市ゼロカーボンシティへの2050尾花沢市ゼロカーボンシティへの
チャレンジチャレンジ シリーズ④

◆環境エネルギー課 生活環境エネルギー係 ☎(22)1112

食品ロスをなくそう食品ロスをなくそう
食品ロスとは、本来食べられるのに捨てられ
てしまう食べ物のことです。
日本では、毎日１人当たりお茶碗約１杯分の
食べ物を捨てていることになります。大量の食
品ロスにより、廃棄時のごみ処理費用や、燃や
すことで排出されるＣＯ２、灰の埋め立てなど

身近なところから､
できることから､
はじめてみよう。

アクション４

▲もっと詳し
く知るには
こちらへ！

市内各地域では、地区民による消防団や女性防火班が
結成され、火災や災害など、万が一に備えて訓練を行っ
たり、予防広報をしたりして、日頃から地域を守る活動
を行っています。

地域を守る
消防活動

コロナ禍で休止していた「女性防火のつどい」が３
年ぶりに開催されました。
この集会は昭和40年から行われており、冬場出稼ぎ

に出て男手がなくなってしまう家庭で、火事を起こさ
ないようにしようという女性たちの思いから始まった
ものです。
近年､出稼ぎ労働者は減少していますが､家庭での火

災予防の意識は今も変わらず必要です。また、冬場は
石油ストーブなど火を扱う機会が多くなります。この
日サルナートに集まった62人の女性防火協力班の皆さ
んは､改めて家庭から火事を出さないよう､誓いました。

第56回第56回
女性防火のつどい女性防火のつどい11／13

叙
位
叙
勲
(教
育
功
労
)

故
小
関

久
氏
(正
厳
１
)

教育分野で多大な功績のあった方が叙位叙勲を
受章されました。
また、長年地域づくり活動を行ってきた団体が、

大臣表彰を受けられました。 叙勲・表彰

故
小
関
久
氏
へ
、
教
育
功
労
に
よ
り
正
六
位

お
よ
び
「
瑞
宝
双
光
章
」
が
授
与
さ
れ
、
11
月

25
日
に
ご
自
宅
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

故
小
関
氏
は
、
昭
和
33
年
４
月
か
ら
平
成
８

年
３
月
ま
で
の
38
年
に
わ
た
り
、
義
務
教
育
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
61
年
に
教
頭

と
し
て
赴
任
し
た
上
柳
小
学
校
で
は
、
学
校
環

境
整
備
に
取
り
組
み
、
同
校
の
念
願
だ
っ
た
ア

ル
ペ
ン
ス
キ
ー
の
ス
キ
ー
場
ロ
ー
プ
塔
整
備
を

手
が
け
ま
し
た
。
ま
た
、
同
校
の
校
長
と
な
っ

た
平
成
３
年
に
は
、「
地
域
環
境
を
生
か
し
た

総
合
的
学
習
の
試
行
研
究
」
を
発
表
し
、
当
時

ま
だ
な
じ
み
が
薄
か
っ
た
総
合
的
な
学
習
の
時

間
の
先
駆
け
と
な
り
ま
し
た
。
退
職
後
も
、
市

の
人
財
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
市
内
の
子
ど
も
た

ち
を
指
導
す
る
な
ど
、
地
域
教
育
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

▲11月25日に故小関久氏宅を訪問し、叙勲伝達
を行いました。
故人のこれまでのご功績に敬意を表すととも
に、ご冥福をお祈りいたします。

創
意
と
工
夫
を
活
か
し
た
自
主
的
な
活
動
で
広
域

的
な
地
域
づ
く
り
を
行
い
、
地
域
の
活
性
化
に
顕
著

な
功
績
が
あ
っ
た
団
体
や
個
人
を
表
彰
す
る
「
地
域

づ
く
り
表
彰
」。
令
和
４
年
度
の
表
彰
で
は
、
常
盤

地
区
の
地
域
づ
く
り
団
体
「
清
流
と
山
菜
の
里
ほ
そ

の
村
」
が
国
土
交
通
大
臣
賞
（
地
域
づ
く
り
部
門
）

に
選
ば
れ
、
11
月
11
日
、
サ
ル
ナ
ー
ト
で
伝
達
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

細
野
地
区
で
は
、
平
成
22
年
に
全
世
帯
が
加
入
す

る
地
域
活
動
団
体
を
組
織
し
、
地
元
が
本
来
持
っ
て

い
る
魅
力
や
資
源
を
活
用
し
た
四
季
折
々
の
交
流
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
「
に
ぎ
や
か
な
田
舎
づ
く

り
」
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
区
民
と
参
加

者
と
の
交
流
を
通
し
て
、
参
加
者
が
細
野
地
区
に
親

し
み
を
持
ち
、
田
舎
に
帰
っ
て
き
た
よ
う
な
、
地
域

ぐ
る
み
の
人
情
あ
ふ
れ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

▲｢何もないと思われ、行き止まりだった細野
地区で、10年、20年先を見据えた活動をして
きた。今回の受賞は「ほその村これからも頑
張れ」という意味が込められていると思い、
地域づくりにさらに力を入れていきたい」と
語る五十嵐幸一会長(写真前列中央)。

※瑞宝章…公務等に長年にわたり従事し、成績をあげた方
に授与される章です。

清
流
と
山
菜
の
里
ほ
そ
の
村

｢地
域
づ
く
り
表
彰
｣

国
土
交
通
大
臣
賞
(地
域
づ
く
り
部
門
)

11
月
17
日
、
尾
花
沢
警
察
署
と
尾

花
沢
市
と
の
「
災
害
発
生
時
に
お
け

る
施
設
の
使
用
に
関
す
る
協
定
」
の

締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
地
震
や
風
水
害
な

ど
の
災
害
が
発
生
し
、
尾
花
沢
警
察

署
庁
舎
が
使
用
不
能
と
な
っ
た
場
合
、

同
署
は
尾
花
沢
市
役
所
内
の
一
室
を

借
用
し
、
災
害
警
備
本
部
を
市
役
所

に
移
し
て
災
害
対
応
に
当
た
り
ま
す
。

後
藤
豊
尾
花
沢
警
察
署
長
は
、

「
今
回
の
協
定
締
結
を
機
に
、
災
害

時
の
み
な
ら
ず
、
様
々
な
場
面
で
市

役
所
と
連
携
を
強
化
し
、
安
全
で
安

心
な
尾
花
沢
市
を
共
に
築
い
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

▲｢災害発生時の拠点となる市役所に警察も入
ることで、情報を市と共有することができる
ため、スピーディーな対応に努めたい｣と話
す後藤豊尾花沢警察署長(写真左側)。

尾
花
沢
警
察
署
と
の

災
害
協
定
締
結

消防団員や結城市長など32名が出席し、
消防署で消防団小型動力ポンプ交付式が
行われました。
今回交付されたのは、第１分団第５部
(新町)と第５分団第３部(畑沢)です。交
付式の後、新しいポンプ機能の説明が行
われ、団員たちは熱心に耳を傾けながら、
操作方法を確認していました。
各消防団に配備されている消防ポンプ
は、古くなったものから順次更新してい
きます。

消防団小型動力消防団小型動力
ポンプ交付式ポンプ交付式11／７

は席を立たずに料理を楽しみましょう。乾杯後 分間
になったら、自分の席に戻
って、再度料理を楽しみま
しょう。

一人ひとりが「もったいない」を心がけ､
楽しく美味しく宴会を楽しみましょう｡

30
お開き 分前10様々な問題が発生しています。

まずは、家庭で食べきれる分
だけを買うことで、食べ過ぎを
回避し、食費の節約にもつなが
ります。冷蔵庫に食品を詰め過
ぎないようにすれば、冷えやす
くなり、節電にもつながります。
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本市の職員給与等の実態
について、そのあらましを
お知らせします。市職員の
給与は、国及び他の地方公
共団体の職員並びに民間事
業の従事者の給与を考慮し、
市議会の審議を経て市条例
等で定められていますが、
この公表は市職員の給与等
について、広く市民の皆様
のご理解をいただくための
ものです。

･･････････････････････････････････････････････････････････････････

①人件費の状況（普通会計決算）

※この数値は、令和３年度地方財政状況調査
に基づくものです。人件費には、議員、区
長等の特別職の報酬も含まれます。

②職員給与費の状況（普通会計決算）
(令和３年度)

職 員 数 Ａ ２２８人

平 均 年 齢 39.2歳

給

与

費

給 料 780,396千円

職 員 手 当 141,484千円

期末・勤勉手当 300,860千円

計 Ｂ 1,222,740千円

職員一人当たり
平均年間給与費
（Ｂ／Ａ）

5,362千円

※この数値は、令和３年度地方財政状況調査に基づく
ものです。

※職員手当には退職手当を含みません。
※職員数は、令和３年４月１日現在の普通会計のうち
市長、副市長、教育長を除く一般職の人数です。

⑤特別職等の報酬等の状況
(令和４年12月１日現在)

区 分 給料月額分

給 料
市 長 637,000(910,000)円
副市長 680,000円
教育長 570,000円

報 酬
議 長 420,000円
副議長 375,000円
議 員 350,000円

区 分 給料月額分

期末手当

市 長
給料月額に40％を加算して
６月期 1.600月分
12月期 1.600月分
計 3.200月分

副市長
教育長
議 長
副議長
議 員

区 分 尾 花 沢 市 国

期 末 手 当
勤 勉 手 当

期末手当 勤勉手当
６月期 1.200月分 0.925月分
12月期 1.200月分 0.925月分
計 2.400月分 1.850月分

※職制上の段階、職務の級等により役職加算措置があります。

期末手当 勤勉手当
６月期 1.200月分 0.950月分
12月期 1.200月分 0.950月分
計 2.400月分 1.900月分

※職制上の段階、職務の級等により役職加算措置があります。

退 職 手 当

区分 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075 月分
勤続35年 39.7575月分 47.709 月分
最高限度額 47.709 月分 47.709 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例(2～45％加算）
１人当たり平均支給額21,014千円
※１人当たり平均支給は、令和３年度に退職した職員の平均額です。

区分 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075 月分
勤続35年 39.7575月分 47.709 月分
最高限度額 47.709 月分 47.709 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例(2～45％加算）

⑧職員手当の状況 (令和４年12月１日現在)

区 分 支 給 要 領

扶養手当

1. 配偶者 6,500円
2. 子 10,000円
3. 父母等 6,500円

※扶養親族である子のうち、満15歳に達する日
後の最初の４月１日から満22歳に達する日以
後の最初の３月31日までの間にある子１人に
つき5,000円加算

通勤手当
交通機関利用 利用区間等に応じて支給

【限度額55,000円】
交通用具(自
動車等)利用

通勤距離に応じて支給
【限度額37,200円】

時 間 外
勤務手当

正規の勤務時間を超えて勤務した場合支給

令和２年度
支給総額 62,369千円

職員１人当たり支給年額 276千円

令和３年度
支給総額 47,866千円

職員１人当たり支給年額 210千円

区 分 支 給 要 領

住
居
手
当

借 家
貸 間

借家、貸間に居住している職員
ア．月額25,000円以下の家賃の場合
家賃－ 14,000円

イ．月額25,000円を超える家賃の場合
11,000円＋｛（家賃－25,000円）÷２｝

【限度額28,000円】

特
殊
勤
務
手
当

支給対象 医療職（医師、診療放射線技師、看護師）
消防職

手当の
種 類

1. 医務手当(医務に従事した場合）
2. 診療業務手当
（放射線、臨床検査及び伝染性患者の治療
に従事した場合、また死体の処置業務に
従事した場合）

3. 夜間看護手当
（深夜における看護業務に従事した場合）
4.防疫等作業手当
（新型コロナウイルス感染症から市民の生命
及び健康を保護する業務に従事した場合）

区 分 職員数 対前年
増減数

主 な 増 減 理 由
部 門 令 和

３年度
令 和
４年度

普

通

会

計

議 会 ３ ３
総 務 ５０ ４９ ▲１ 県への派遣による減
税 務 １２ １１ ▲１ 配置見直しによる減
労 働 １ １
農林水産 １５ １５
商 工 ８ ８
土 木 １３ １３
民 生 ３６ ３５ ▲１ 配置見直しによる減
衛 生 １４ １３ ▲１ 退職者不補充による減
教 育 ２５ ２６ １ 配置見直しによる増
消 防 ５１ ５０ ▲１ 退職者不補充による減
小 計 ２２８ ２２４ ▲４

公
営
企
業
等
会
計

病 院 １７ １７
水 道 ４ ４
そ の 他 １２ １２
小 計 ３３ ３３ ０

総 合 計 ２６１ ２５７ ▲４
※この数値は、各年地方公共団体定員管理調査に基づくものです。
※職員数は一般職に属する職員数で、地方公務員の身分を有する休職者、派遣職員
などを含み、臨時または非常勤職員を除いています。

◆住民基本台帳人口 14,742人

◆実質収支 897,377千円

（令和４年３月31日現在）

区 分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級
計

標準的な職名 主事 主事 係長・主任 主査・係長・主任 補佐 課長
職 員 数 ３０人 ２１人 ２８人 １９人 ２６人 １７人 １４１人
構 成 比 21.3％ 14.9％ 19.9％ 13.5％ 18.4％ 12.0％ 100％

⑦一般行政職の級別職員数の状況 (令和４年４月１日現在)

※この数値は、令和４年地方公務員給与実態調査に基づくものです。
※尾花沢市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

⑥一般行政職の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

区 分 10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満

25年以上
30年未満

30年以上
35年未満 35年以上

尾花沢市
大学卒 258,100円 321,100円 345,700円 393,900円 404,100円 396,700円
高校卒 237,200円 272,200円 306,800円 363,600円 382,600円 412,900円

(令和４年４月１日現在)

※この数値は、令和４年地方公務員給与実態調査に基づくものです。

③平均給料月額及び平均年齢の状況

区 分
一 般 行 政 職 技 能 労 務 職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

尾花沢市 305,800円 40.7歳 295,600円 46.8歳

国 323,711円 42.7歳 286,570円 51.1歳

(令和４年４月１日現在)

※この数値は、令和４年地方公務員給与実態調査に基づくものです。

１週間の勤務時間 開始時間 終了時間 休憩時間
38時間45分 8：30 17:15 12:00～13:00

⑩職員の勤務時間

区 分 女性 男性
新たに育児休業を取得した者 ２人 １人
前年度から引き続いている者 ２人 ０人

⑫育児休業の状況 (令和３年度)

分 限 処 分 ５人
懲 戒 処 分 １人

⑬職員の分限懲戒処分の状況 (令和３年度)

項 目 総合健診､婦人科検診､人間ドック､脳ドック
⑭健康診断の状況 (令和３年度)

公 務 災 害 ４件
通 勤 災 害 ０件

⑮公務災害の認定状況 (令和３年度)

○尾花沢市職員厚生会に委託し、福利厚生を図る。
(検診事業、団体研修事業、健康増進活動支援事業等)

⑯職員厚生事業の状況 (令和３年度)
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･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
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区 分 決定初任給 採用２年経過後
給 料 額

尾 花 沢 市
大 学 卒 174,300円 191,700円
高 校 卒 152,300円 162,300円

国
大 学 卒 182,200円 195,500円
高 校 卒 150,600円 160,100円

④一般行政職の初任給の状況 (令和４年４月１日現在)

(令和３年度)

市職員給与市職員給与
のあらましのあらまし

※市長の給料については、（ ）内の金額から30％を減額し
ています。

総付与日数 総取得日数 対象職員数 平均取得数 取得率
9,988日 2,276日 260人 8.8日 22.8%

⑪年次有給休暇の取得状況 (令和３年)

※再任用職員を含む

⑨部門別職員数の状況と主な増減理由 (各年４月１日現在)

令和４年度令和４年度





▲市長へ目録を手渡すユーキ食品㈱の菅原圭督取締役
部長(写真右側)。

縁あって尾花沢市へ移住された方同士の親
睦を深め、気軽に話せるきっかけづくりをし
ようと、グースカフェにて移住者交流会が開
催されました。参加者は、芋煮を食べながら
尾花沢市で暮らしてみての感想や将来の夢な
どを語り合い、参加者同士の交流を深めるひ
と時を過ごしました。

10/27
尾花沢ライオンズクラブ 絵本寄贈
子どもから大人まで
楽しんで読んでもらいたい

ユーキ食品㈱が企業版ふるさと納税
子どもたちの夢や志を育む
まちづくりに役立てて11/10

尾花沢ライオンズクラブより、子どもから
大人まで幅広い世代が楽しめる絵本95冊
(148,588円相当)を寄贈いただきました。
絵本は悠美館で貸出していますので、ぜひ

ご一読ください。

東根市と市内福原工業団地の工場で食品加
工を行うユーキ食品㈱(本社：東根市)より、
市へ30万円の寄附をいただきました。将来を
担う人材の育成や、住みよいまちづくりに活
用させていただきます。
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載せきれなかった話題は｢尾花沢市公式ホームページ｣に掲載中。

URLはhttp://www.city.obanazawa.yamagata.jp
トップページ → くらし 市の情報 → ニュース特急便(※写真をクリック)

※撮影のため一時的にマスクを外している写真があります。
※イベント等は新型コロナ感染防止対策をとった上で行っています。

移住者芋煮交流会
〝おばなざわ暮らし〞の
夢や感想を語り合おう11/５

大蔵流狂言山本家の狂言師３人を迎え、玉
野小で狂言教室を開催。児童たちは、羽黒山
で修業を終えた山伏が奈良に帰る途中で柿の
木を見つけて盗み食いする「柿山伏」を鑑賞
した後、すり足や泣き・笑いの所作も体験。
本物の狂言に触れ、650年の歴史を持つ伝統
芸能の「伝える力」を実感していました。

10/31
玉野小学校｢ジャパンウィーク｣事業
日本の伝統芸能
｢狂言｣を体験

10/26

市内で金属切削加工業を営む㈲永沢製作所
より、市へ寄附金を寄贈いただきました。
従業員皆で頑張ってきた節目として、子ども
たちとつくる尾花沢の未来に役立ててほしい
との思いから、このたびの寄贈となりました。

みちのく村山農協よりカーブミラー６基を
寄贈いただきました。この寄贈は、市内の交
通事故防止のためにと昭和48年から続けられ
ています。カーブミラーは、見通しの悪い交
差点等に設置し活用させていただきます。

㈲永沢製作所が寄附金寄贈
人材育成・企業振興で
尾花沢の活性化を願う

10/27
みちのく村山農業協同組合
カーブミラー寄贈▲市長へ目録を手渡す㈲永沢製作所の永沢義一専務

取締役(写真中央)と永沢久美子さん(写真右側)。

福原小４年生と尾花沢小３年生が、大石田
地内丹生川沿いの採捕場で、鮭の遡上や採卵、
受精の様子などを観察しました。鮭を持ち上
げた児童は、３㎏超の重さにびっくり。オス
とメスの体の違いを比べたり、腹をさいて採
取した卵に精子をかける様子を見たりして、
鮭についての理解を深めていました。

11/２
福原小・尾花沢小 鮭の学習会
鮭のことに
詳しくなりました！

※交流会は、感染防止対策を講じた上で開催しました。

秋晴れの下、常盤地区内のコースを走る
ロードレース大会が開かれ、県内の小学生80
人が参加しました。参加者は、女子２㎞・男
子３㎞の高低差のあるコースを、家族や地域
住民たちの声援を受けながら力走。それぞれ
記録更新や完走を目標に、一生懸命ゴールを
目指していました。

11/３
第37回城山ロードレース大会
応援をパワーに
坂道を駆ける

▲市長へ贈呈を行う三浦康彦みちのく村山農業協同
組合長(写真右側)。

▲市長へ絵本を手渡す柴崎輝子尾花沢ライオンズ
クラブ会長(写真右側)。
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ふ
る
里
尾
花
沢
で
は
、
そ

ろ
そ
ろ
初
雪
の
便
り
が
聴
こ

え
て
冬
本
番
が
や
っ
て
く
る

時
期
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
感
染
者
数
が
ま
た

増
え
て
き
て
い
る
と
い
う
ニ

ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
今
年
は
ど
ん
な
冬
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。

首
都
圏
尾
花
沢
会
で
は
、
９
月
に
予
定
し
て
い
た
総
会
・
懇

親
会
は
３
年
連
続
で
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
大
変
残
念
で
し
た

が
、
そ
ん
な
中
で
う
れ
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
11
月
13
日

に
、
私
が
卒
業
し
た
高
校
の
同
窓
会
東
京
支
部
が
３
年
ぶ
り
に

総
会
・
懇
親
会
を
開
催
し
、
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

に
あ
っ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
リ
ア
ル
に
会
っ
て
集
ま
れ
る
喜
び
を
実
感
し
ま

し
た
。

50
人
ほ
ど
の
参
加
で
し
た
が
、
88
歳
か
ら
20
歳
の
現
役
大
学

生
ま
で
幅
広
い
年
代
が
一
堂
に
会
し
、
母
校
へ
の
思
い
を
語
り

合
い
、
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

首
都
圏
尾
花
沢
会
も
来
年
こ
そ
は
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
し
、

皆
様
と
再
会
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

首都圏尾花沢会副理事長

伊藤
いとう

和弘
かずひろ

さん
(行沢出身)

▲今回の編集委員
左から：岸 海斗 大類七海

伊藤七美 山口未歩
vol.62

北村山高校が世界で活躍！
学校生活の様子をお届けします！

10
月
11
日
に
生
徒
会

選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

立
候
補
者
と
責
任
者
の

思
い
の
こ
も
っ
た
演
説

が
体
育
館
中
に
響
き
渡

り
ま
し
た
。

新
生
徒
会
長
は
、
こ

れ
ま
で
の
先
輩
方
が
残

し
て
く
れ
た
北
村
山
高

校
の
伝
統
を
受
け
継
い

で
い
き
た
い
と
演
説
し

て
い
ま
し
た
。

投
票
は
、
実
際
に
市

か
ら
貸
し
て
い
た
だ
い

た
投
票
箱
を
使
っ
て
投

票
し
ま
し
た
！
実
際
の

選
挙
の
よ
う
で
緊
張
感

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

北村山高校のホームページ、イン
スタグラムのリンクはこちらから
読み取ることができます！➡

Instagram ホームページ

生
徒
会
選
挙
を

行
い
ま
し
た
！

10
月
21
日
か
ら
23
日

に
ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
選
手
権
が
広
島
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
初

の
目
標
は
「
時
間
内
に

完
走
す
る
こ
と
」
で
し

た
が
、
最
初
の
頃
よ
り

も
全
員
上
達
し
て
お
り
、

全
レ
ー
ス
完
走
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
日

本
代
表
と
し
て
、
９
位

・
17
位
・
25
位
を
取
る

こ
と
が
で
き
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
、
み
ん

な
で
楽
し
く
レ
ー
ス
に

望
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
レ
ー
ス

で
は
、「
チ
ー
ム
尾
花

沢
」
が
１
位
を
獲
得
し

ま
し
た
！

来
年
度
は
さ
ら
に
上

達
し
、
様
々
な
大
会
に

出
場
で
き
る
よ
う
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ヨットで世界大会に出場しました！

SDGsレースで１位のシャーレ獲ったぞー！

思いのこもった演説をしている様子
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と
な
り
ま
す
。

※
軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税
の
課
税
対

象
の
も
の
（
ナ
ン
バ
ー
が
つ
い
て
い

る
も
の
）
は
除
き
ま
す
。
た
だ
し
、

大
型
特
殊
車
両
は
申
告
対
象
で
す
。

■
申
告
期
間
／
令
和
５
年
１
月
４
日

(水
)〜
１
月
31
日
(火
)

問
市
民
税
務
課
資
産
税
係

【内
線
125
〜
127
】

新
春
を
お
祝
い
す
る
市
民
の
集
い
で

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
た
め
、
事
前
に
参
加
申
込
み
を
受

付
け
ま
す
。
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、

参
加
を
ご
遠
慮
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
１
月
５
日
(木
)

午
後
１
時
30
分
〜

■
場
所
／
サ
ル
ナ
ー
ト

■
参
加
料
／
無
料

■
申
込
方
法
／
12
月
23
日
(金
)ま
で
電

話
ま
た
は
FAX
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
総
務
課
行
政
係

☎
(22
)１
１
１
３

FAX
(22
)１
２
３
９

農
業
経
営
法
人
化
・

経
営
力
向
上
相
談
会

■
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

(お
も
だ
か
保
育
園
内
)

12
月
29
日
(木
)〜
１
月
３
日
(火
)

■
芭
蕉
、
清
風
歴
史
資
料
館

12
月
28
日
(水
)〜
１
月
４
日
(水
)

■
上
柳
健
康
増
進
施
設

12
月
28
日
(水
)〜
１
月
４
日
(水
)

■
ご
み
収
集
に
つ
い
て

12
月
29
日
(木
)〜
１
月
３
日
(火
)

※
ご
み
の
特
別
収
集
日

12
月
30
日
(金
)…
全
地
区
「
も
や
せ

る
ご
み
」
の
収
集
を
行
い
ま
す
。

※
ご
み
の
搬
入
受
付
日

12
月
30
日
(金
)…
｢全
種
類
｣搬
入
受

付
を
行
い
ま
す
。

・
受
付
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
前
11
時

30
分
、
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

■
市
路
線
バ
ス

12
月
31
日
(土
)〜
１
月
３
日
(火
)

●
銀
山
線
…
始
発
と
最
終
便
の
み
運
休

●
鶴
子
線
…
大
石
田
駅
発
17
時
35
分
と

鶴
子
温
泉
発
７
時
10
分
の
み
運
休
。

●
原
田
線
…
休
日
便
を
運
行
。

令
和
５
年
度
の
固
定
資
産
税
償
却
資

産
申
告
書
を
12
月
下
旬
に
発
送
し
ま
す
。

申
告
書
が
届
い
た
方
、
届
い
て
い
な

く
て
も
左
記
｢申
告
対
象
者
｣に
該
当
す

る
方
は
、
申
告
の
準
備
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
申
告
対
象
者
／
市
内
に
事
業
用
の
償

却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
個
人
お
よ

び
法
人

■
償
却
資
産
と
は
／
事
業
を
営
む
た
め

に
用
い
る
有
形
固
定
資
産
（
土
地
お

よ
び
家
屋
以
外
）
で
次
の
も
の

①
所
得
税
お
よ
び
市
県
民
税
ま
た
は
法

人
税
の
所
得
計
算
上
、
減
価
償
却
の

対
象
と
な
る
資
産

②
耐
用
年
数
が
１
年
以
上
か
つ
10
万
円

以
上
の
資
産
(所
得
の
申
告
で
３
年

間
の
一
括
償
却
を
行
っ
た
20
万
円
未

満
の
資
産
は
対
象
外
)

③
事
業
に
使
用
で
き
る
状
態
の
資
産

例
⑴
償
却
済
資
産
(耐
用
年
数
が
経
過

し
た
資
産
)、
⑵
遊
休
ま
た
は
未
稼

働
資
産
(い
つ
で
も
稼
働
す
る
こ
と

が
で
き
る
状
態
に
あ
る
も
の
)等

※
廃
業
し
た
場
合
に
も
申
告
が
必
要
で

す
。

※
中
古
で
取
得
し
た
資
産
も
申
告
対
象

農
業
経
営
の
法
人
化
や
経
営
改
善
等

に
関
す
る
個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
２
月
３
日
(金
)

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

※
１
相
談
あ
た
り
30
分
程
度

■
場
所
／
村
山
総
合
支
庁
203
会
議
室

(山
形
市
鉄
砲
町
２－

19－

68
)

■
対
象
／
法
人
化
や
経
営
力
向
上
を
目

指
す
農
業
者

■
定
員
／
５
組
(事
前
申
込
制
）

■
相
談
料
／
無
料

■
申
込
／
１
月
18
日
(水
)ま
で
に
農
林

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
主
催
／
村
山
地
域
農
業
経
営
・
就
農

支
援
チ
ー
ム

問
農
林
課
農
政
畜
産
振
興
係

☎
(22
)１
１
１
５

農
家
・
事
業
主
の
方
へ

固
定
資
産
税
の
償
却
資
産
申
告
の

準
備
を
お
願
い
し
ま
す

庁
舎
・
各
公
共
施
設
の
年
末
年
始

休
館
・
休
業
の
お
知
ら
せ

■
休
診
日
／
12
月
29
日
(木
)〜
１
月
３

日
(火
）

※
休
診
日
で
も
救
急
患
者
の
診
療
は
随

時
行
い
ま
す
。
ま
た
、
人
工
透
析
は

平
常
ど
お
り
日
曜
日
を
除
き
行
い
ま

公
的
に
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け

る
機
会
が
な
か
っ
た
年
代
の
男
性
は
、

風
し
ん
の
抗
体
保
有
率
が
低
い
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
抗
体
検
査
を
受

け
た
こ
と
が
な
い
方
は
、
近
く
の
医
療

機
関
に
て
無
料
で
抗
体
検
査
・
予
防
接

種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
／
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭

和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

■
内
容
／
抗
体
検
査
の
未
受
診
者
は
検

査
、
ま
た
検
査
の
結
果
抗
体
価
が
低

か
っ
た
方
は
予
防
接
種
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
持
ち
物
／
ク
ー
ポ
ン
券
（
対
象
者
に

は
令
和
４
年
３
月
に
郵
送
済
み
）

■
ク
ー
ポ
ン
有
効
期
限
／
２
月
28
日
(火
)

※
紛
失
し
た
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
健
康
増
進
課
健
康
指
導
係

☎
(22
)１
１
１
８

昭
和
37
年
〜
54
年
生
ま
れ
の
男
性
へ

風
し
ん
の
抗
体
検
査
と
予
防
接
種
を

無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す

す
。

※
12
月
29
日
・
30
日
・
31
日
の
正
午
〜

午
後
５
時
は
、
小
児
科
医
師
が
待
機

し
ま
す
。

問
北
村
山
公
立
病
院
経
営
管
理
課

☎
(42
)２
１
１
１

令
和
５
年
市
民
新
春
祝
賀
会
の
ご
案
内

■
市
役
所
・
各
地
区
公
民
館

12
月
29
日
(木
)〜
１
月
３
日
(火
)

■
中
央
診
療
所

12
月
29
日
(木
)〜
１
月
３
日
(火
)

※
12
月
31
日
(土
)は
休
日
当
番
医
。

■
悠
美
館

12
月
29
日
(木
)〜
１
月
４
日
(水
)

■
サ
ル
ナ
ー
ト

12
月
29
日
(木
)〜
１
月
３
日
(火
)

『や
ま
が
た
野
菜
』と
は
、
世
代
を
超

え
て
伝
え
ら
れ
、
栽
培
し
続
け
ら
れ
て

き
た
伝
統
野
菜
と
、
生
活
や
風
土
と
の

関
わ
り
が
深
い
特
産
野
菜
の
総
称
で
す
。

今
回
は
、「
堀
込
せ
り
」
を
使
っ
た

料
理
教
室
で
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
、

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
１
月
20
日
(金
)

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■
場
所
／
市
役
所
２
階

栄
養
指
導
室

■
定
員
／
10
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
）

■
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

■
注
意
事
項
／
感
染
症
予
防
対
策
を
行

い
実
施
し
ま
す
。
当
日
体
調
が
す
ぐ

れ
な
い
方
は
無
理
せ
ず
、
お
休
み
く

だ
さ
い
。
後
日
レ
シ
ピ
を
差
し
上
げ

ま
す
。

問
健
康
増
進
課
健
康
指
導
係

☎
(22
)１
１
１
８

７
日
、
14
日
、
21
日
、
28
日

※
12
／
31
は
年
末
年
始
休
業

■
入
場
料
／
無
料

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、
ま
た
は
電
話
で

左
記
ま
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

問
北
村
山
視
聴
覚
教
育
セ
ン
タ
ー

☎
(55
)４
２
１
１

尾花沢市役所 代表 ☎(22)1111

北
村
山
公
立
病
院
年
末
年
始
の
診
療

『や
ま
が
た
野
菜
』料
理
教
室

募集住宅 所在
地区

戸
数 概 要 家 賃

(月額)
駐車場
使用料 特記事項

長根下住宅
２号棟

(ＲＣ造４階建)
新町 ３ 昭和55年建築／３･４階３ＤＫ

16,200～
31,800円 なし

・
一
般
世
帯
向

・
単
身
入
居
可

(た
だ
し
、
高
齢
者
・
障
が
い

者
等
）

下新田団地
(ＲＣ造４階建)

上町 １
平成13年建築／２階

１ＬＤＫ
エレベーター有

19,400～
38,100円

月額
2,600円
(屋内)

福原よつば
住宅

(木造２階建)
荻袋 １ 平成21年建築

（戸建)２ＬＤＫ
22,100～
43,500円 なし

期限付入居、
小学校６年以
下の子がいる
世帯が対象

【入居者募集 住宅一覧】 市
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
敷
金
／
入
居
時
家
賃
の
３
カ
月
分

■
申
込
締
切
／
12
月
26
日
(月
)

■
入
居
決
定
／

優
先
入
居
ま
た
は
公
開
抽
選

■
入
居
時
期
／
２
月
中
旬
頃

※
入
居
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
家
賃
は
令
和
４
年
度
の
も
の
で
す
。

問
建
設
課
都
市
住
宅
係

☎
(22
)１
１
１
４

①
給
油
後
は
タ
ン
ク
の
灯
油
漏
れ
が
な

い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

②
暖
房
機
付
近
で
の
衣
類
な
ど
の
乾
燥

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

③
カ
ー
テ
ン
や
ふ
と
ん
、
紙
類
な
ど
燃

え
や
す
い
物
を
暖
房
機
付
近
に
置
か

な
い
で
く
だ
さ
い
。

④
ス
プ
レ
ー
缶
を
暖
房
機
の
上
や
温
風

の
当
た
る
場
所
に
置
か
な
い
で
く
だ

さ
い
。

⑤
ガ
ソ
リ
ン
は
絶
対
に
使
用
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

⑥
１
時
間
に
１
〜
２
回
（
１
〜
２
分
）

換
気
を
し
て
く
だ
さ
い
。

⑦
定
期
的
に
点
検
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
消
防
本
部
予
防
保
安
係

☎
(22
)１
１
３
１

北
村
山
視
聴
覚
教
育
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

【土
曜
日
の
一
般
公
開
日
】※
予
約
優
先

■
開
館
日
／
12
月
17
日
、
24
日
、
１
月

石
油
暖
房
機
を
安
全
に
正
し
く
使
う

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
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12
月
１
日
、
北
村
山
３
市
１
町
の
市

長
・
町
長
で
通
信
指
令
業
務
の
共
同
運

用
に
向
け
た
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
消
防
通
信
指
令
業
務
は
、

北
村
山
３
市
消
防
本
部
で
個
々
に
実
施

し
て
き
ま
し
た
が
、
令
和
７
年
４
月
１

日
よ
り
、
東
根
市
消
防
本
部
に
通
信
指

令
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
共
同
で
運
用

し
て
い
く
予
定
で
す
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
市
内
全
世
帯
へ
配

布
し
ま
し
た
。
今
後
、
尾
花
沢
市
内
の

企
業
や
公
共
施
設
等
に
も
配
布
し
て
い

き
ま
す
。

消
防
で
は
、
119
番
の
通
報
内
容
か
ら

応
急
手
当
が
必
要
な
場
合
、
通
話
で
応

急
手
当
の
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に
手
に
取
れ
る
場
所

に
「
119
救
急
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
保
管
し
、

い
ざ
と
い
う
時
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

救
急
車
は
「
限
り
あ
る
医
療
資
源
」

で
す
。
緊
急
を
要
す
る
人
の
元
へ
速
や

か
に
救
急
車
が
向
か
え
る
よ
う
、
救
急

車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
消
防
本
部
救
急
係
☎
(22
)１
１
３
１

雪
に
よ
る
ガ
ス
漏
れ
等
の

事
故
を
な
く
そ
う

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
環
境
に
や
さ
し
い
ク
リ

ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
が
、
屋
根
か

ら
の
雪
下
ろ
し
や
落
雪
な
ど
の
衝
撃
で

ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
接
続
し
て
い
る
ホ
ー
ス
、

器
具
な
ど
が
損
傷
し
、
ガ
ス
漏
れ
事
故

が
起
こ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
火
災
や

爆
発
を
誘
発
す
る
の
で
、
次
の
こ
と
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
①
屋
根
か
ら
の
落

雪
、
②
除
雪
の
際
の
器
具
等
の
損
傷
、

③
雪
に
埋
も
れ
た
場
合

ガ
ス
ボ
ン
ベ
な
ど
の
設
備
に
異
常
や

ガ
ス
漏
れ
を
発
見
し
た
場
合
は
、
す
ぐ

に
火
を
消
し
、
保
安
機
関
や
販
売
店
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会
北
村
山
支
部

☎
０
２
３
７
(55
)６
０
１
５

命
を
救
う
た
め
の
応
急
手
当
の
方
法

を
は
じ
め
、
た
め
ら
わ
ず
に
救
急
車
を

呼
ん
で
ほ
し
い
症
状
、
救
急
車
を
呼
ぶ

べ
き
か
迷
っ
た
時
の
相
談
先
、
ま
た
、

救
急
要
請
時
に
知
っ
て
お
い
て
も
ら
い

た
い
こ
と
な
ど
を
ま
と
め
た
「
119
救
急

問市民税務課 市民生活係【内線136】

パレットスクエアは12月1日に閉鎖しました

消
防
通
信
指
令
業
務
の
共
同
運
用
に

向
け
た
協
定
を
締
結

尾花沢市役所 代表 ☎(22)1111

所
有
者
が
亡
く
な
っ
た
の
に
相
続
登

記
が
な
さ
れ
な
い
た
め
、
登
記
簿
を
見

て
も
持
ち
主
が
分
か
ら
ず
、
復
旧
・
復

興
事
業
等
や
取
引
を
進
め
ら
れ
な
い
と

い
っ
た
「
所
有
者
不
明
土
地
問
題
」
を

防
ぐ
た
め
の
法
律
が
、
令
和
３
年
４
月

に
成
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
相

続
登
記
が
義
務
化
さ
れ
る
新
し
い
制
度

が
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
法
務
省
ま
た
は
山
形
地

方
法
務
局
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
山
形
地
方
法
務
局

☎
０
２
３
(625
)１
３
５
８

相
続
登
記
の
申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま
す▲山形地方

法務局HP

▲法務省HP

｢119
救
急
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
｣を

ご
活
用
く
だ
さ
い
！

今年のe-Taxはスマホ申告がますます便利に！
新たな機能として、収支内訳書や青色申告決算書がス
マホで作成可能になります。（令和５年１月以降）
マイナンバーカードとスマホがあれば、自宅からマ
イナンバーカード方式による確定申告書の作成・送信
ができます。
マイナンバーカードをお持ちの方は、e-Taxに挑戦
してみませんか？

問市民税務課 市税係【内線121・123・124】

“自動計算・自動入力・自宅から”

※令和４年分の｢確定申告書等
作成コーナー｣は、令和５年
１月上旬公開予定です。

まずは、対応ブラウザから「確定申告書等作成コーナー」へアクセス！
(iPhoneの方は「Safari」から。Androidの方は「Chrome」から。）

マイナンバー方式でスマホ等から確定申告書
を送信するときは、マイナンバーカードに備わ
っている「電子証明書」によって文書の改ざん
などを防いでいます。
電子証明書の有効期限(発行日から５回目の

誕生日まで)が過ぎている場合や住所変更があ
った場合などは、市民税務課市民年金係で更新
手続きをお願いします。

確定申告はスマホからがおすすめです！

ABESA閉所に伴い、12月12日より、次のサービス
をおもだか保育園内で開始しました。
①地域子育て支援センター
■利用可能日／月～金曜日（祝日を除く）
■時間／午前９時～午後４時
②冬期間中、未就学児童の室内遊び場として、遊戯室
を一般開放します
■利用可能日／日曜・祝日
■時間／午前９時～正午、午後１時～午後４時
③休日一時預かり保育
■利用可能日／日曜・祝日
■時間／午前９時～午後４時
■対象児／市内在住の満１歳～満６歳までの未就学児
問福祉課 子育て支援係【内線176・177・178】

■新事務所／上町五丁目４番39号
※電話・FAX番号・メールアドレスに変更
はありません。

問(一社)尾花沢市観光物産協会
☎(23)4567

■新事務所／大字尾花沢字中新田3026番１
※電話・FAX番号・メールアドレスに変更
はありません。

問(公社)尾花沢市シルバー人材センター
☎(22)1813

【地域子育て支援センター】【尾花沢市観光物産協会事務所】

【シルバー人材センター事務所】

バス待合所は、引き続きご利用できます。
利用時間 午前６時～午後６時30分

下記の施設は、次のとおり移転しました。

本
市
に
ゆ
か
り
が
あ
る
佐
藤
氏
は
、

長
年
市
に
自
分
が
描
い
た
作
品
を
寄

贈
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

い
た
だ
い
た
絵
画
は
、
い
ず
れ
も

過
去
の
日
展
で
入
選
し
た
油
絵
で
、

高
さ
146
㎝
、
横
幅
178
㎝
、
重
さ
約
10

㎏
の
も
の
で
す
。

市
役
所
と
悠
美
館
に
展
示
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲｢尾花沢で絵を描く人が増えてくれるとう
れしい｣と語った佐藤淳氏（写真左側）。
写真の絵｢画室夏空｣は、市役所２階の東側
階段付近に展示しています。

佐
藤
淳あ

つ
し

氏
(千
葉
県
在
住
)よ
り

洋
画
(油
彩
)３
枚
寄
贈

▶
｢ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
追

想
｣(悠
美
館
１
階
通

路
付
近
に
展
示
）

▶
｢回
想
・
モ
ン
サ
ン

ミ
シ
ェ
ル
｣(悠
美
館

２
階
教
育
長
室
に
展

示
）

問消防本部 通信係
☎(22)1131

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
(徳
良
湖
)

休
館
の
お
知
ら
せ

館
内
の
改
修
工
事
に
伴
い
、
２
月
末

ま
で
休
館
し
ま
す
。

問
商
工
観
光
課

☎
(22
)１
１
２
５

詳しい入力方
法は動画でチェ
ックできます▶


